
〔論文〕 1051；1092（台風時のメソ前線；沿岸前線）

台風時の南東風場で関東平野に現れるメソ前線

事例と統計＊

藤　部　文　昭＊＊

　要　旨

　台風が近づいて南東風が吹くときに関東平野に現れるメソ前線の特徴を，事例と統計の両面から記述し

た．メソ前線は沿岸前線（海からの暖気と内陸の寒気との間にできるメソ前線）の外観を持ち，基本場の前

線（台風北東側の温暖前線）との位置関係によって3つの型に分けられる．各型のメソ前線の位置・動きか

たや現れやすい季節・時間帯などには，それぞれ特徴があり，これらに基づいてメソ前線の成因を議論した．

　1．はじめに

　海から吹きつける暖気と内陸の寒気との間にできるメ

ソ前線は，一般に沿岸前線（coastal　fセont）と呼ばれる．

Nielsen（1989）は次のような定義を提案している．

　A　coastaユfヤont　is　any　f士ont　which　fbrms　parallel

to　and　tends　to　remain　quasi－stationary　a両acent　to　a

coastline，with　warm　air　seaward，and　which　fbrms

as　a　result　of　upstream　blocking　or　dif琵rcntial　dia－

baticand丘icti・nalf・rcing，excludingth・secircula－

ti・nsdrivens・1elybydiumalc・・1ing（landbreezes）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この定義から分かるように，沿岸前線は現象の外見を

表す言葉であり，その中には成因の異なるいろいろな種

類がある．Nielsen（1989）自身は，ニューイングラン

ドの沿岸前線を海陸の温度差によってできるもの（タイ

プA，B）と山による下層寒気の閉じ込めによるもの

（タイプC）とに分けている．

　関東平野では，北東～南東～南西の各風向のもとでし

ばしば沿岸前線が現れ，特に晩秋～冬の温帯低気圧接近

～通過時には顕著な沿岸前線が現れることがある（藤

部，1990；F吋ibe，1990，1992）．これに伴う降水分布，
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1992年11月

悪視程や高濃度汚染，低層ウィンドシアなどは各方面

から注目されている（岩瀬，1988；近藤・水野，1990な

ど）．ただし，日本で沿岸前線という言葉が使われ始め

たのは最近のことで（平成3年度航空予報技術検討会な

ど），これ以外にシアライン，房総前線，関東収束線な

どいろいろな言い方がされている，

　F可ibe（1990）は，多くの事例を統計することによっ

て，関東平野の沿岸前線の平均的な特徴を示した．しか

しNielsen（1989）も指摘するように，沿岸前線の成因

は1種類ではなく，その性格は多様である．そこで今回

は，対象を少数例にしぽり，沿岸前線の特徴を1例ずつ

に踏み込んで比較検討する．具体的には，台風接近時の

南東風場で現れるもの（以後しばしば“南東風前線”と

言う）を取り上げる．台風時に興味を持つ理由を挙げる

と，（1）これまでの沿岸前線研究は主に晩秋～冬を対象

にしてきたのに対し，台風時の南東風前線は夏～秋の現

象であり，沿岸前線についての既知の性質とは違う特徴

があるかも知れない，（2）台風時の南東風前線が大雨を

伴う事例がいくつか報告されている（西村，1932；杉浦

ら，1982；Sakakibara6∫召」．，1985；山川・岡村，1983；

岡村・田畑，1987）．

　以下まず，秋台風と夏台風の事例を1つずつ紹介し，

次に33例の台風を対象とした南東風前線の調査結果をま

とめてその代表的性質を述べる．

55



698 台風時の南東風場で関東平野に現れるメソ前線

L

●　　　　　　、

ぐ

●，

●　●●　●

●●　　一・専

・．●

．／

、もび

　　　．塁・

、

　　　　　　　　　　20！09

幽・嚢讐総
　〆冠油、2　マ‘三ポ’・・ン

　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
’．．　、o◎ら　ゴ伽y　　40。
　　　　、て》て》へ　　．！’

・　　～G◎◎．．∴！∫

　　　　　　　リノご　　　
　　　　992：…ン・シ　i

　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　｛　．　：・　’

H．｝　　　　ノ
　．’　　｛o

　　　　　ノ　び　　　　　　　り

ご。　　　o　　　　　　　　～∂

　　り

」
　　　　　　　鱒　∂　　　　　　　’　　　　　　　」　　　　　　●　　o　　　　　　　∂　　　　　　し　　　3
　　　　　　ク！　｝18／09ナ
ノ　　（945）1
　　　　　　ち
　　　　　　ヨ・　　17／09毎
．　　　　　　（935）　・、

　　　　　　　、

…　　ヂ
’　　」

　976
　984

稚内

札幌

三沢
秋田

仙台

館野

八丈島

啓風丸

父島

14－200ct．1979

し失

　4瀦
し！’

，纏
ξ“％，

語ピ＝1．
、転輯
・ノn／1β2

乙

翌麟
務

気勿
、グ

7　ウ

v
■

　　　　％　ゾ繁鍍簸
　　　　　　　　ハノr．〆！一　　一
　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　ア　　　　ろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　ノ

」¢－髪物レ　髪
　」　　、　　　　　　　　　　　　　　　、

14

饗

40

35

30

18／09

18々1
300

1器。銘

　tOO4　　　　　　　H
　、oGS　　　　　　　　o

　　　　　　　　　り　　、G￥2　　　　　9
　　　　　　　　　　k
T7920965hPa

200
16／09十
（925）

　　　1300 1400

1979年10月19日9時の地上天気図．等圧線

は4hPaごと．台風の経路を点線で，毎
目9時の中心位置を十で（カッコ内は中心
気圧），前線の12時間ごとの位置を破線で

示す．いずれも気象庁発行の「印刷天気図」

からのスケッチ．

第2図

20

第1図

　2．台風7920の事例

　（a）総観場

　台風7920は大型で，1979年10月19日に本州を縦断し

た．第1図は19日9時（時刻はすべて日本時間）の地上

天気図を，第2図は稚内一父島間の850hPaの風と相

当温位の時間変化（14～20日）を示す．第1図で関東～

東海に描かれている前線は，16日ごろまで30。N付近に

あった前線帯（秋雨前線帯）が，台風北東側の南風に伴

う暖気吹きつけによって強まりながら北上してきたもの

で，地上天気図に前線として描かれたのは18日からであ

る．前線はその後さらに北上し，20日にオホーック海で

台風が温帯低気圧に変わったあとは，低気圧の中心から

延びる温暖前線になった．以後これを“基本場の前線”

と呼ぶ．

　関東～東海沿岸では，16日までは北東風が吹いていた

（この北東風は11日ごろから続いていた）が，17日にな

って風向がだんだん南東へ変わった．この変化は館野の

850hPaの変化（第2図）とほぼ一致していた．

19 18 17 16 15

56

稚内一父島間の850hPaの風と相当温位
の時間変化（1979年10月14日9時～20目21
時＝日本時間）．風は長い矢羽根が5ms－1，

旗が25ms－1で，○は1ms輯1以下．相当

温位の等値線は5Kごとで，320K未満
の等値線は破線で示す．影は濃さの順に相

対湿度80％以上と95％以上の領域を表す．

なお啓風丸は17日15時まで30．5。N140．2。

Eに停泊したあと南西へ移動し，19～20日
には、28～28．5。N138～139。Eにあった．

　（b）関東平野の風系の時間変化

　第3図は17～19日6時のアメダスによる風・気温・降

水分布を，第4図は銚子一寄居間の時間変化を示す．17

日までは関東平野は晴れていて，内陸では夜になると気

温が下がって風向が北西になった．この北西風域と沿岸

の北東～南東風域との間には5。C程度の気温差ができ，

2つの領域の境は弱いながらメソ前線の状態になった．

このメソ前線は，昼間に陸上の気温が上がると消えた．

メソ前線付近の地上収束は16日の朝以前（図は省略）は

0．5×10－4s輯1以下，16日夜～17日朝（以下“16／17日”

と書く；第3図a）は0．5～1×10－4s－1であった．ただ

し，アメダスによる収束の計算値は精度に限界があるの

で，上記の値は1つの目安と見なすべきである．

　17／18日になると沿岸の南東風が強まり，前夜よりも

大きな地上収束（10－4sd程度）を伴うメソ前線ができ

た（第3図b）．18日は曇～小雨で昼間の昇温は弱く，

メソ前線はしだいに内陸へ移動しながら正午すぎまで維

持された．その後も沿岸と内陸との間には2～3。Cの温

度差のある状態が続いた．

　19日の朝に基本場の前線が本州を北上する際には，中

部～東北地方の広範囲で気温の上昇と南風の吹き出しが

起こった．本州中部全体で見ると，気温上昇は北へいく

につれて遅れ，巨視的（メソα規模）には前線が東西方

向に延びていたことがうかがえる．このことは，地上・

850hPaの天気図による所見とも合う．しかし関東平野

、天気”39．11．
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第3図（a）1979年10月17日，（b）18日，（c）
19日各6時のアメダスによる風・気温・降

水強度分布．風は長い矢羽根が2ms－1，

旗が10ms卿1で，○は静穏．気温は5◎C
km一1の高度補正をした値で，等温線は1。C

ごと．17日は16。C未満，18日と19日は

20。C未満の等温線を破線で示す．影は濃

さの順に前1時間降水量が1，4，16mm
以上の領域を表す．

第3図（c）

では，すでに東西方向の気温傾度ができていて，これに

基本場の前線が重なって北北東一南南西に延びたシャー

プなメソ前線が現れた．第5図は，気温上昇が最大になっ

た時刻を基準にして関東平野におけるメソ前線の移動状

況を示したもので，メソ前線は～30kmh－1で北西進し

たことが分かる．また，第3図cと第4図に見られるよ

うに，強い雨域はメソ前線の西側にあり，メソ前線が通

ったあと台風中心域の雨域が来るまでの2～3時間は雨

1992年11月

の止み間になった．メソ前線付近の地上収束は1～2×

10－4s幽1であった．

　前線が関東平野でシャープであったことは，気温上昇

が急激であったことに表れている．離島や沿岸・山地で

は気温上昇が3時間程度かかって徐々に起こり，1時間

の昇温量は最大で1～20C（三宅島で2．1。C＝18日23～

24時，銚子で1．2。C，筑波山で1．3。C＝いずれも19日4

～5時）であった．これでも温暖前線としては珍しいほ

37
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第6図　気象研究所鉄塔と筑波山（第5図の△と☆）

　　　　における風と温位の時間変化．1979年10月

　　　　16日15時～19日15時．記号は第3図と同

　　　　じ．風は高さ10m，200mおよび筑波山
　　　　の値を，温位は10，25，50，100，150，

　　　　200，213mと筑波山の値から内挿したも
　　　　のを示す．縦軸は地上付近を引き伸ばして

　　　　あり，左端に示す目盛りは各観測高度を表

　　　　す．

ど顕著な変化であるが，太平洋側の平野部では気温上昇

がもっと急で，関東では1時間昇温量が5。Cを超えた

地点もあった陳京で5・7。C＝7～8時，浦和で5．6。C

＝8～9時）．

　以上をまとめると，関東平野へ台風7920が接近した際

には，夜間に沿岸域に弱いメソ前線がまず現れ（16／17

日以前），天気悪化につれて昼間になっても消えないや

や顕著なメソ前線が現れるようになり（17／18日），基本

場の前線の通過時にはシャープなメソ前線が北西進した

（19日）．

　（c）〆ソ前線の立体構造

　第6図は，1気象研究所鉄塔と筑波山（観測点の海抜

868；n）のアメダスから作った風と温位の鉛直分布を示

す．16／17日と17／18目には，夜の北西風と寒気は100m

第5図

350

1410

58

1979年10月19日のメソ前線位置（2～10
時）．●と十はアメダス地点を示す．影は

濃さの順に海抜150，300，600，1200m
以上の地域を示す．

程度の厚さしかなく，高さ200m以上では北東～東風

が続いて気温変化は小さかった．このことは，メソ前線

が薄い（～100m）寒気層、に伴うごく下層の状態である

ことを示している．しかし，関東北西部（熊谷など）で

は夜になると周辺地域と比べて1hPaのオーダーの気

圧偏差が現れ，これと気温偏差（～5。C）から寒気の厚

さを見積もると数百m～1kmになる．従って，寒気と

北西風は内陸へいくほど厚くなっていたかも知れない．

　一方，19日朝の前線通過は筑波山でもはっきりと認め

られ，3～6時に風向が南東から南へ変わって気温が約

3。C上昇した．このことは，この前線が背の高い現象で1

あったことを示している．筑波山の前線通過は平地（第

5図で7時ごろ）よりも2～3時間早く，メソ前線の移

動速度が30kmh甲1程度であったことから，その傾きは

数十：1であったと推測される．この値は台風8124に伴

う同種のメソ前線の傾き（Sakakibara4αら1985）と

同程度である．

　なお，筑波山では南～南西風が極端に弱く観測される

、天気”39．11．
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という特性があり（菊池，1977），第6図を見る際には一

このことを念頭に置く必要がある．

　5台風8911の事例

　台風8911は中型で，1989年7月26～27日に本州南海上

を北西に進み，28～29日に九州～朝鮮を通った．第7図

億28日9時の地上天気図を示す．本州中部は台風中心域

からは離れていたが・25日ごろから東高西低の気圧分布、

で南東風が卓越していた．850hPaの図は省略するが，
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本州は一様な暖気の中にあり，南北の温度差はほとんど

なかった．

　第8図は28日と29日12時のアメダスを，第9図は銚子

一寄居間の時間変化を示す．夜は関東全域で北東～東風

が吹いて気温もほぼ一様であったが，昼間になると関東

東部～中部では風向が南東になって気温が上がり（28。C

以上），，西部は雨域を伴う低温域（26。C以下）となっ

て，両地域の間に2～3。Cの気温差ができた．28日は雨

域＝低温域で北風が吹き，南東風域との境界は明瞭なメ

ソ前線の状態になっている（第8図a）．29日は平野の

西部（寄居など）でも弱い東風が吹いて風向分布からは

メ・ソ前線が見えにくい（第8図b）．しかし，気温と地

上収束の分布は28日も29日もほぼ同じで，メソ前線付近

の収束は10－4s－1程度であった．夜の北東風から昼間の

南東風への変化は沿岸から先に始まる傾向があり，28日

6～9時には南東風前線と雨域の内陸侵入がはっきりと

認められた（第9図）．

　雨域は台風の雲とは別であり，次のような特徴がある

（図は省略）．（1）衛星写真によると，小笠原付近から

140。E線に沿って北へ延びる雲域があり，その北端が本

州中部に達していた，（2）降水活動は昼間に強まった，

（3）降水は中部山岳～紀伊山地の南東側に集中した．す

なわちこのときの雨域は，太平洋から北上してくる雲シ
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第3図と同じ，ただし（a）1989年ク月28日と（b）29日の各12時で，破線ば28。C朱満‘6等温線を
表す．
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第1表　メソ前線の特徴のまとめ．

1型 皿型 皿型

基本場の前線と

の位置関係

前線に対応 前線の北側 　暖気団内

（前線の南側）

台風の経路・

規模

関東に接近する台

風または大型台風

関東から離れた台風

あるいは小型台風

代表的な季節・

時間帯

秋（時刻には

　無関係）

9月末以後の夜 7，8月の昼間

気温差・南東風　　　～5℃
速・地上収束の　　10～15ms“i

代表値　　　　　　1～2×10－4s－1

　　～5℃
　　～5ms－1

0．5～1×10－4s噛1

　　2～3℃
　　～5ms－1

0．5～1×10－4s－1

関東平野内の位　沿岸→内陸，ただ

置・動きかた　　し台風経路によっ

　　　　　　　　ては沿岸へもどる

沿岸 　西部山沿い

（時に沿岸→内陸）

降雨分布 前線の内陸側に

（強い〉雨域

（無降水のことが

多い）

前線内陸側に雨域

（時には雲域のみ）

考えられる成因　中部山岳による前

　　　　　　　　線変形・強化

海陸の温度差，特

に陸地の夜間冷却

降水の蒸発による

冷気層形成

雲域一晴天域間の

日射加熱量の差

　　（月）
事例

（月日順；カッ

　コは非上陸）

85066／7（86108）

82138（91159）

8013991179
82189（91189）

7916987191臼

79201e（81241日）

902811

（91138）（84159〉

（831319）79201e

（81241臼〉（89281臼）

8911781107
（88088）（89128）

（91128）85148

9019991199

　　27－29Ju1．1989

18　　　12 06　　　　　00　　　　　18　　　　　12　　　　　06　　　　　00　JST

　　29　　　　　　　　　　　　　　　　　　28

第9図第4図と同じ，ただし1989年7月27日21時
　　　　～29日21時．

ステムに伴うものであり，かつ目変化性と局地性が著し

かった．

　4．南東風前線の統計

　アメダス資料を使って，次の方法で台風時の南東風

前線の検出を試みた．（1）銚子の風が東～南で風速が

40

3ms－1以上であり，（2）銚子一佐原一我孫子一浦和一

寄居の4区間のどこかで3。C以上の気温差（海側が高

温）のある状態が，（3）連続する6時間のうち4時間以

上現れた場合に南東風前線が存在したと見なす．（1）

（2）は，銚子の風向の範囲を南風にまで広げたことを除

けば，F可ibe（1990）が南東風時の沿岸前線の検出に使

ったのと同じ条件である．

　1979～1991年に関東～九州に上陸した台風は33個あ

り，このうち上の方法で南東風前線が検出されたのは14

個である．このほか，上陸しなかったが関東に近づいた

ものを含め，25個の台風に伴う南東風前線を，基本場の

前線（＝地上天気図に描かれた前線）との位置関係によ

って次の3種類に分けた．

　1型：基本場の前線に対応する．

　H型：基本場の前線の北側で現れる．

　皿型：基本場の前線の南側，あるいは一様な暖気団の

、天気”39．11．



台風時の南東風場で関東平野に現れるメソ前線

　　　　中で現れる．

　台風7920の事例では，19日のメソ前線が1型，16／17

日のものが豆型である（第3図aでは17日6時の銚子の

風向は東北東であるが，2，3，5，7時の風向が東で

あるため，上記の条件は満たされる）．台風8911のメソ

前線は典型的な皿型である．一方，台風7920の事例のう

ち17／18日のメソ前線は性格づけが微妙である．地上天1

気図の前線の位置から見ればこのメソ前線は皿型である

が，南東風が強まって850hPaの温度上昇が始まりか

けていることは関東が前線帯にはいりつつあることを示

しており，この点ではメソ前線は1型の性格を持つよう

にも見える．一口に“基本場の前線”とは言っても，そ

の幅や強さにはいろいろな度合があるので，上記の分類

にもある程度の不確定さが入らざるを得ない．

　とは言え，上のような分類をして典型例同士を比べて

みると，南東風前線の位置や動きかた，現れやすい季

節・時間帯は型ごとに異なり，台風の規模・位置にも型

による違いを見出すことができた．第1表はこれらの特

徴をまとめたものである．以下，各型のメソ前線の性格

と成因について，台風時以外に現れる沿岸前線にも触れ

ながら議論する．

　5．議論

　（a）1型

　1型前線は基本場の前線が北上する際にこれに付随し

て現れる．この“基本場の前線”とは，台風北東側の強

い南風によって前線帯が強化されたものである．総観規

模の前線帯そのものは数千kmの長さに及ぶものであっ

ても，強化されつつ北上する部分の長さはせいぜい1000

km程度であり，この部分が関東平野にかかるのは台風

が関東の近くを通るか大型であるかのどちらかの場合で

ある．このような前線強化は台風が傾圧帯に進入するこ

とによって起こるので，事例の多くは秋台風時である．

　関東平野の1型前線は，この前線が局所的にさらに強

化されたものであるが，関東平野へ進入する前からすで

に温暖前線としては例外的なほどシャープになっている

ことを見落とすべきでない．多くの場合，前線の北側に

は強い雨域がある．衛星写真で見ると，この雨域は関東

の局地現象というよりも，台風外側のレインバンドの1

つであるように見える．

　基本場の前線はほぼ東西方向に延びている場合と北東

一南西方向の場合とがあるが，いずれにしても1型前線

は関東平野で南北に立ち，その東側から強い南東風（典

1992年11月
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型的には銚子で10～15ms蝉1）が吹きつけ，雨域は西側

に現れる傾向がある（第3図c）．1型前線は関東平野

を西～北西へ進み，内陸に侵入する．しかし，台風が関

東南岸を通る場合には，1型前線は関東中部まで達して

停滞し，台風の通過とともに後退して太平洋へ出る．山

川・岡村（1983）の言う“寒冷前線型”は後者の状況に

当たり，実例としては台風8610，9115，9118，8124があ

る．この場合には，雨域が平野上で停滞するため雨量が

多くなり，上記4例ではいずれも200mmを超える日

降水量によって災害が起きている．

　F吋ibe（1992）は関東平野に侵入する顕著なメソ温暖

前線を統計的に調べ，11年間に20例の南東風前線を検出

した．このうち6例は台風時に現れたもので，ここで言

う1型前線に当たる．これらの南東風前線の西側では北

風が吹くことが多く，このことはF可ibe（1990．1992）

の調査で統計的に示されている．台風7920の場合には，

第4図では北風は弱く，この点ではやや例外的な状況に

なっていたが，19日0～3時には平野の中～西部の数地

点で3～4ms－1の北風が吹いていた．

　台風接近時の南東風前線は他の地方，例えば濃尾平野

（深津，1983；服部，1987）や日向灘（山田，1972）で

も見出されており，走向が南北方向あるいは南西一北東

方向で，その西側に雨域があり，地上風が北寄りになる

ことが共通する．これらの地域は山地の東側に当たるこ

とから，メソ前線の成因として，山の影響による前線変

形が考えられる．

　山による前線変形についての理論的研究は多いが，こ

こではBaines（1980）の線形論を取り上げる．これは，一

山脈による前線変形を線形の浅水方程式を使ってモデル

化したものである．第10図はその結果をスケッチしたも

ので，前線は山を境にしてS字形に曲がる（Bainesの

原図は南半球を想定しているため，曲がる向きが反対に

なっている）．前線が南へ張り出す部分の山脈からの距

離は・スピーの変形半径（Lθ＝ぺ／gH∠θ／θ／f・…・Hは寒気

の厚さ，∠θは寒気と暖気の温位差，θは温位）のオーダ

ーであり，H～1km，∠θ／θ～10－2とするとLo～100km

である．第10図で前線が立った部分（A）は水平シアに

よって前線が強化する状態になっている．

　第10図を第3図cと見比べると，破線で囲んだ部分が

関東～中部地方の状態と似ていて，Aの部分は関東平野

で前線がシャープになるのと対応する．ただし，前線と

地形との関連づけは微妙な間題であり，第10図のような

単純な理論と現実とを1：1に対応させるべきではない

41
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第10図　山脈（影の部分）による前線変形のモデル．
　　　　Baines（1980）のFig．7に基づくスケ’ザ

　　　　チで，前線の記号とこれに並行する破線は
　　　一浅水方程式の水面変位の等高線を表す．一

かも知れない．Bainesの理論官体も，』オーストラリア

の言outherly　buster（局地的に強化された寒冷前線）の

モデルとして提案されたものであるが，southerly　buster

には山のほかに海陸温度差の効果も重要であることが最

近になって指摘されている．また，台風7920の場合にば

基本場の前線が来る前から関東沿岸で南東風が吹き，す

でに皿型前線の性格を持つメソ前線ができていた（第3

図a，b）ため，基本場の前線単独の変化は見えにくい．

これは秋後半（9月末以降）の台風の場合にはよくある

状況で，例としては台風8124や9028がある．一方，9月

前半以前の台風では，基本場の前線の到来とともに南東

風前線が沿岸から突然に進入してくる例がある（台風

8610，8218など）．

　温帯低気圧の暖気移流場の中で現れる顕著な沿岸前線

は，第10図の状況と形成環境が似ていて，台風時の1型

前線と同じ性格を持つと考えられる．F吋ibe（1992）が

記述した南東風前線はこのタイプである．しかし，温帯

低気圧に伴う温暖前線は台風時ほどシャープではなく，

漠然とした暖気移流帯としてしか認識できないことも少

なくないので，南東風前線は局地現象としての性格をよ

り強く持つ．このことを第10図で言うと，基本場の傾圧

性の集中度が弱く，Aの部分だけがメソ前線として顕在

化することを意味する．この過程は，暖気移流場で山の

効果によってメソ前線ができるという点で，Nielsen

（1989〉の言うタイプC前線形成に相当する．

　（b）豆型

　皿型前線の6例は台風9113の場合（8月28～29日）を

除いて9月末以降である．発現時刻はすぺて夜で，陸地

の冷却につれて現れて沿岸に停滞し，昼間の昇温ととも

に消える．ただし昼間の昇温が弱ければそのまま持続

し，時には内陸へ侵入する（台風7920の18日の例）。豆

型前線は季節的にも時間的にも，海水温が陸面温度より

も高めになる時期に現れるので，その形成には海陸の温

度差が寄与すると考えられる．

　丑型前線は台風の強風域の外で現れるもので，台風ば

まだ関東から離れているか，小型であるかのどちらかで

ある．南東風の風速は1型前線の場合よりも小さく，銚

子で5ms－1程度である．従って，n型前線は1型に比

べて台風との関連性は低く，台風に直接に付随する現象

であるとは言えない．それにもかかわらず今回の調査で

1型前線と皿型前線を並列的に取り扱ったのは，関東平

野内の風・気温分布が互いに似ているからである．ま

た，皿型前線は1型前線に先立って現れることがあり・

（台風7920，8124の場合），その際には1型と豆型との中

間的な状況（台風7920の18日の場合）もあるので，2種

類のメソ前線を全く別々に扱うのは難しい．

　一般に，秋～冬に夜間冷却によってできる沿岸前線

は，顕著ではないが発現頻度は高く，気候学的には重要

な存在である．F可ibe（1990）の調査対象の中にはこの

型の沿岸前線が多く含まれている．これらは海陸の温度

差によってできると考えられ，Niels面（1989）の分類

ではタイプA，Bに対応する．

　なお，基本場の前線の北側では南東風よりもむしろ北

東風が吹いていることのほうが多い．台風7920の事例で

は，16日以前の状態がこれに当たる．実際，北東風は関

東沿岸では頻度の高い風向で，台風の有無にかかわらず

よぐ現れる．この場合でも，秋後半には沿岸の北東風と

内陸の北西風との間には夜を中心としてメソ前線が現

れ，その性格は皿型前線と共通すると考えられる．

　〈c）皿型

　皿型前線は暖気団内で西部山沿いに現れるもので，多

くは夏台風時に昼間に現れる（例外は台風9112，9019，

9119で，夕方～夜に発現）．皿型前線も，例外的な場合

（後述）を除いて台風の強風域の外側で現れる傾向があ

り，南東風は比較的弱い（銚子で数ms－1）．夏台風の接

近時には，暖気団内で強い南東風（10ms－1以上〉が吹

く場合も多いが，このような時には関東平野全体が南東

風におおわれ，メソ前線は現れない．

　皿型前線の西側には雨域があり，この点で1型前線の

場合と似ている．しかし，この雨域は日変化く昼間に発

42 、天気”39．11．
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第11図　昼間に皿型前線の現れた日の9時の館野
　　　　（第5図の△）の観測結果．WD＝風向，

　　　　WS＝風速，θ＝温位，θe＝相当温位，HU
　　　　＝相対湿度．

達）と局地性（山地の南東側に集中）が著しく，不安定

な成層状態のもとで日射と地形性上昇が重なって発達す

ると考えられる．第11図は昼間に皿型前線が現れた日の

館野のゾンデ観測結果を示す．下層が湿っていて（800

hPa以下で湿度75％以上），600hPa以下は潜在不安定

になっている．風の鉛直シアは小さい．対流凝結高度は

数百血～1kmで，日射によって地上気温が上がれば対

流雲が発達する状態になっている．一方600hPa以上

には乾いた空気があり（1例を除いて湿度25％以下），

ここの空気が対流雲に取り込まれれば，雨粒の蒸発によ

る冷却を起こしやすいと考えられる．このことは，内陸

の低温域の形成に降水の蒸発による冷却が寄与している

ことを示唆する．ー

　ただし，台風時以外にも対象を広げて暖気団内ででぎ

た南東風前線を調べてみると，中には雨を伴わないもの

も見つかる．例えば1984年7月24日の事例（熱帯低気圧

の北東側；後の台風8407）では，関東西部は雲におおわ

れてはいるが，雨は降っていない．この場合には，メソ

前線を境とする温度差は雲域（関東西部）と晴天域（東

部）の日射加熱量の差によってできたと考えられる．そ

して，この効果は雨の降っている場合にも働くであろう

ことが想像される．

　いずれにしても皿型前線は，前線が雨を降らせるとい

うよりも，雨（あるいは雲）が前線を作るという性格が

1992年11月‘
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強いように見える．日射による対流性降水とそれによる

冷却というのは暖候期に現れやすい状況であり，寒候期

を対象にしたNielsen（1989）の調査では皿型前線に対

応するものはない．しかし寒候期においても，降水によ

る冷却効果は沿岸前線を境とする温度差を強めることに

ある程度の寄与をするかも知れない．

　なお，例外的な3例のうち，台風9019のメソ前線は、大

型台風の強風域内（中心の北東300～500km）で南北に

延びる降雨バンドを伴って現れたものである．他の2例

は降雨をほとんど伴っていない．台風9112のメソ前線

は，夜に内陸の気温低†とともに現れた微弱なもので，

夜の冷却がメソ前線形成に寄与したらしい点では豆型前

線と共通点がある．台風9119の場合は，台風東側の強い

南風に伴う気温上昇につれて，内陸域が低温域として取

り残される形でメソ前線が現れており，これは暖気移流

場のメソ前線形成という点で1型前線の性格を持つ．

　6．おわりに

　今回示したように（第1表），台風接近時の南東風場

という限られた状況においても，沿岸前線タイプの現象

の中には成因や性格の異なるものが含まれている．この

ことは他の状況下で現れる沿岸前線についても当てはま

ると考えられ，今回の結果は今後それらを調べていく際

の参考になると期待できる．
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関東地区連絡会の発足について

　このほど総合計画担当の木田理事の呼びかけで，、関東

地区での大会開催を担当してきた部局の会員有志が相談

してr関東地区連絡会」を発足させることにしました．

　8月27日，学会本部事務局で開かれたこの打ち合わせ

会では，主につぎの間題点について議論されました．

　（1）　春季大会の開催は従来それぞれほぽ完全独立で

担当してきたため，貴重な経験が残らないし，大会運営

財政の収支決算の処理がひきつがれない．

　（2）　関東地区には，地区としての連絡調整機構がな

い．他の地区にはすべて支部がある（注：名簿には関東

支部と書いてあるが実体はない．但し理事の定数に関東

地区を5名加算することにより，理事会が実質的に支部

の機能もはたしてきたといえよう）．

　（3）　大会担当部局の情勢も変化している．東大気候

システム研究センターの発足，気象庁の事情（会場が本

庁ピルでは手狭になってきたことなど），つくぽブロッ

クの変化（気象研，筑波大のほか，環境研，資環研，防

災科研，農林研究団地などに広く会員が所属する），気

象大学校には会員が比較的少ないこと，など考慮し，大

会の順番や頻度の見直しが必要．

　（4）　学会運営体制も理事分担が全国規模で行うよう

になって来ている．

　いずれもすぐに結論や方針が出せる問題ではありませ

んが，今後必要に応じて連絡をとりあうことにしまし
た．

　これをうけて，1992年つくば大会事務局を担当した者

が相談し，当面私共がひきうけることにしましたのでよ

ろしくお願い申し上げます．上記の間題についてご意見

等ございましたらどうぞご連絡ください．また・「天気」

誌上での意見交換を期待しております．

　　　　　　　　関東地区連絡会

　　　　　　　　　　事務局　丸山健人（気象研究所）

　　　　　　　　　　会計係　小泉　耕（気象研究所）
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